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太原方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
樋 口 勇 夫
0.はじめに
樋口 (2004a)では,漢語諸方言における声調とストレスアクセントとの関係を,実験音声学的手
法によって明らかにすることの一環として,漢語北方方言 13種における単字調形と後字軽声二音節語
調形とを比較し,両者の関係を探った (1)。
また,樋口 (2004b・2004c・2005)では,それぞれ西南官話の一種である,昆明方言・成都方言・
貴陽方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,両者の関係を探っ
た。
本稿では,樋口 (2004a・2004b・2004c・2005)同様,実験音声学的手法により,岩田 (1999・20
01)の見解に基づいて,太原方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比
較し,両者の関係を探る (2)。具体的な実験方法としては,太原方言の音声データを音声分析ソフトで
分析し(3),両者のピッチ (FO)および音節の長さを比較する。
岩田 (1999:147-148,152-156)・(200 :24,25-26)では,江蘇省連雲港方言の3種の軽声―前
者では “I類・高降・Ⅱ類",後者では “LS(2)・LS(3)。LS(1)''と呼ばれている―は,歴史的にこ
の順でストレスの左移動を生じた結果で,
ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “nght sprea“ng'' “高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=LS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
入声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1
①は軽声の “既定値''(“低"という “声域特性")まで失われてしまった “nght sprea“ng''(前字
上声を除く),②は“上声 (41)"という特定の声調の声調特性を獲得した“secondaw tone",③は“既
定値"のみ保存している, と考えている。
樋口 (2004a)では, これらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州・陽平」の後字軽声のような,“低
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昇"タイプを,
地点
合肥 陰平 21 21+23
蘭州 陽平 51 51+24
樋口 (2004b・2004c)では,「昆明。陰平」,「昆明・陽平」,「昆明。上」,「昆明・去」や,「成都・陰
平」,「成都・陽平」,「成都 。上」,「成都・去」の後字軽声のような, “中平"タイプを,
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
昆明 陰平 33 33+33
昆明 陽平 31+33
昆明 上 53 53+33
昆明 去 212 212+33
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
成都 陰平 35 35+44
成都 陽平 31 44+44
成都 上 553 55+44
成都 去 213 213+44
樋口 (2005)では,「貴陽・陰平」,「貴陽。陽平」,「貴陽。上」,「貴陽・去」の後字軽声のような, “高
昇"タイプを,それぞれ認めた。
地点 前字調類 単字調値 音節語調値
貴陽 陰平 45 45+45
貴陽 陽平 21 22+45
貴陽 上 42 44+45
貴陽 去 24 24+45
本稿では,以上のような見解に従って,晋語の一種である太原方言の所謂 “重い軽声"を観察する。
1.連読変調表
温等 (1999)から得られる二音節語語例を,筆者の聴覚的記述調値によって表にまとめると,以下
の如くである。(以下,平声。上声。去声。陰入。陽入を,それぞれ①o②o③o④・⑤で表わす。)
後字が変調しないものを「後重」とし (但し,「③+③」は後字が55に変調する),後字が45/‐?45
に変調するものを「後軽 a」, 22/―?2に変調するものを「後軽b」, 51に変調するものを「後軽c」 と
する。(但し,「④+④」の「5+2」/「2+2」,「④+⑤」の「5+2」,「⑤+④」の「5+2」/「2+2」,「⑤+
⑤」の「2+2」は,所属語彙により「後重」/「後軽」を判断した。)
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② (単字51)は,「②+②」(後重a)の前字では22に変調し,「①+②」(後重)と変調結果が同じ
になる。これは,「上声+上声」>「(陽)平声+上声」という北方方言に普遍的に見られる変調規則を
反映したものであろう。
④ (単字‐?2)は,「④+①/④/⑤」(後重)の前字では‐?5に,「④+②」の前字では―?45に,それぞ
れ変調する。
⑤ (単字―?_壁)は,「⑤+①/④」(後重)の前字では―?5に,「⑤+②」 の前字では―?4ュに,「⑤+③」
(後重/後軽)。「⑤+④/⑤」(後軽)の前字では―?2に,それぞれ変調する。
④と⑤は,前字④の「後軽 a」の例を除けば,2音節語においては完全に中和しているようである。
「①/②/③/④/⑤+①」の後字① (22),「③+②」の後字② (51),「①/②/④/⑤+③」の後字③ (45),
「①/②/③+④」の後字④ (―?2),「③+⑤」の後字⑤ (‐?2); はそれぞれ,「後重」であるか「後軽」
であるかが判別できないので,以下の表では両者の間に置き, 4の表でも後字軽声の例としてタイ
プ分けを行なうことをしない。
「数」は得られた語例数を表わす。
尚,下の表では,「‐?2・―?5・―?4.5」の「―?」 を省略し,それぞれ「2。 5・ 4.5」と表記してある。
また,「後字 22/―?2」の Ⅳ―?2」および「後字 45/―?45」の「/―?45」を省略し,それぞれ「後字 22」
および「後字45」と表記してある。
①22 1数②51 1数③45 1数④‐?2 1数⑤‐?531数
①22
後軽 a(後字45)22+4512122+451 122+45 19
後重 22 22 47+
22+511 7 22+216
後軽b(後字22)
②51
後軽a(後字45)51+451 1
51+4512
後重
51+22 10
a22+511 0
b51+511 1 51+211
後軽b(後字 22) 51+221 10
③ 45
後軽c(後字 51)45+511 445+511 45+511 8
後重 45+2217 55+551 1145+27 45+2 1 1
後軽b(後字22)
④‐?2
後軽a(後字45) 2+45 1 1 2+451 122+4.5 1 1
後重 5+2213 45+511 8 5+2 1 145+2 1 2
後軽b(後字22) 2+2 1 5
⑤‐?53
後軽 a(後字 45) 2+45 1 8
後重 5+22 1 645+51i 6 5+2 1 6
後軽b(後字 22) 2+2 1 42+2 i 4
「後軽a」 (後字45/‐?4ュ)は,「①+①」。「①+②」。「②+①」。「④+①」。「④+④」に現われる。(但
し,「①+①」以外は1例ずつしか得られなかった。)
「後軽b」 (後字22/‐?2)は,「②+②」。「④+④」。「⑤+④」。「⑤+⑤」に現われる。
「後軽c」 (後字51)は,「③+①」。「③+③」に現われる。
「①+⑤」。「②+⑤」は,例を得られなかった。
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2 各形式所属語彙
得られた全ての各形式所属語彙を,声調の組み合わせ別に,以下に掲げる。
①+①
「後重/後軽b」 (22+22)47例
『日婆太旧,年除除夕,今年,明年,年吋去年,明天,今天,葵花向日葵,南爪,公猪,2綜:猪公猪,
公鳩,穀几老鼠,茅房厠所,厨房,楼梯,奔頗額共,姑娘女凡,咸盆盆的恵称,粗盆姪道加工的盆,
凋羹梢大的勺子,先生医生,医生,眸稀汚肌,便宜,成心故意,思謀考慮,恰食労,升春,年経,
迎来,偏芳,爬坂,批坪,通天,生2,椰富,ワ唆,全枚,牛油,帝忙,江F日地名,
双費,恩人,凩i],重称,均句。
①+①
「後軽 a」 (22+45)21例
釜釜,刀刀小刀几,娃娃,血血,星星,娘娘外祖母,僕僕慢共,侃鈍,勺勺小勺子,剛剛,
精明机員,牛牛小虫,虫虫融癸,生笙胆脂,尖尖尖凡,淋淋漏斗,弯弯,曹操,■■,不不耳不,
裾裾。
①+②
「後重」(22+51)7例
笙薯自薯,畑筒鉄皮的畑向,眉眼胎,図1好剛,昇水拾水,当場,根本。
①+②
「後軽 a」 (22+45)1例
円女女几。
①+③
「後重/後軽 a」 (22+45)19例
星宿星星,青菜渡菜,渡菜,宙戸,畑洞石寺物的畑白,際酷,薫酷薫制的酷,咋地tt久祥,千浄,
寺意故意,巴望指望,拉面用手拉掟的面条,升ゲ,恩愛,周逗周結,堆看,洋相,音信,通サl灰。
①+④
「後重/後軽b」 (22+?2)16例
今日今天,茄子,房子:整所,省子宙声,ソL子,包子,勺子小勺子,男的男人,厨子厨り市,
示佃御]:限女性用,一般倣定活,他個,悽慢可怜,毛宅,文物,挑易1,超出。
②+①
「後重/後軽b」 (51+22)10例
母猪,草鳩母鴻,姥娘外祖母,老婆妻子,臓共ヒ共,里共里面,庵歌駐,祖宗,惹人,沃几。
②+①
「後軽 a」 (51+45)1例
姥釜外祖父
②+②
「後重 a」 (22+51)10例
草妖,早起明天,老虎,打因1職,左手,保拇,両里,打井,洗手,検子晏名。
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②+②
「後重b」 (51+51)1例
母狗。
②+②
「後軽b」 (51+22)10例?
?
?
? 本本,妨妨, 爪 爪 ,姥 姥 外祖母,死 例 死了,走 例 死了,粉 粉 粉,楓 担 茶壷孟几 上小囚把手 ,
②+③
「後重/後軽 a」 (51+45)12例
礼 弄 星期大,老 渓 丈大,水 酷 醸制吋1可較短的酷,明『 決 邸 ‐今,明『 今 明
`今
,底 下 下共,絆 面 絆薄切成的面条,
五味,少数,忍■,殊禍,走路。
②+④
「後重/後軽b」 (51+?2)11例
老子父来,小子几子,女的女人,拐子腐子,我佃,俺イ|]我佃:限女性用,体佃,口自個,明『里,体貼,
口渇。
③+①
「後重/後軽b」 (45+22)17例
祢沐翁休,去年,夜天昨天, 夜来昨天,大爺伯父,大娘伯母,者油,刻盆精盆,上共,下共,
外共外面,唱同,上山,看升,坐偶,銃球,向阻。
③+①
「後軽 c」 (45+51)4例
太阻 大夫医生, 自家自 后共。
③+②
「後重/後軽 c」 (45+51)11例
下雨 大米 正 手 右手 , 右「¬~ 病例 _里両里, 両 帝籠彗反′立, 暗悟 仮碗 , 案板病了
③+③
「後重」(55+55)11例
大豆蚕豆, 看病,故意,第二,辻寿,害病,意叉,兄面,舌L串,上焼,併命。
③+③
「後軽 c」 (45+51)8例
舅舅,妹妹,罐罐,根梶,姶姶男母,特特陀螺,可可恰好,踪祢猪皮凍。
③+④
「後重/後軽b」 (45+?2)7例
下雪,稲子,筏子,第一,☆吸用駐活彗,焼泉,同日。
③+⑤
「後重/後軽b」 (45+?2)1例
十
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④+①
「後重/後軽b」 (‐?5+22)13例
菊花,鉄敏,蜜蜂,客人,舌1凩, 日肛肌,惑疑疑惑, え]、雷 雷, ′]、米且粥煮沸声, 1忽,吐吸鼻沸声,
日能 効¬左道的能干, 不 オ 熟透的瓜樺砕的声音, 不 米且粥煮沸声。
④+①
「後軽 a」 (―?2+45)1例
月明月亮。
④+②
「後重」(―?_生1+51)8例
鉢 碗 粗金大腕 , 暗眼 脚板, 裁火価怒, 得脳共, 日オ島掲鬼, 日哄 哄鳴 , 日鬼糊弄
④+③
「後重/後軽 a」 (‐?2+45)12例
月亮,吃架招架,夫梶,窟薩,執照,忽究統,忽共得意,忽刺抽泣声, 忽片ナ1, 日怪奇怪,
不洞小洞,不菜―搾。
④+④
「後重」(‐?5+―?2)14例
賂膊,謄月,壁風臭虫,指甲,速里,死里那」,那里, 日吸用肛活彗,剥格,謄人,抹擦,
忽貶貶,忽吸吸,不沓沓。
④+④
「後軽 a」 (―?2+‐?45)1例
雪月。
④+④
「後軽b」 (―?2+―?2)5例
麦子 泉子,叔叔叔父,恭割包園凡,鴨子。
④+⑤
「後重」(―?5+―?2)2例
悦合,不服。
⑤+①
「後重/後軽b」 (―?5+22)6例
屹都拳共, 屹蹴躊, 屹針 刑棘 11的小刺 , ナ乞洋慢呑呑, 屹堆堆, 屹 1冬象声同 ―一声
⑤+②
「後重」(‐?4旦+51)6例
十五,屹肘肘, 滑倒,屹枕村,屹朽蔦。
⑤+③
「後重ノ後軽 a」 (―?2+45)8例
⑤+④
沸 薄燈伴, 服 架 招架 , 屹萌萌凍, 屹意悪心鼻 十 蛯]ツ同小坑,
=2キ
寺梢微結一特,
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「後重」 (‐?5+?2)6例
十一,活脱,任子,十足,屹欧硝微歌―歌,屹市,。
⑤+④
「後軽b」 (―?2+―?2)4例
鼻子,騰子,笛子,席子。
⑤+⑤
「後軽b」 (―?2+?2)4例
礫礫礫子,宣宜,格格,活活。
得られた例を見る限り,所属語彙には以下の如き傾向がある :
1.動賓構造の語彙は,全て「後重」(乃至「後重/後軽」)に属している。
2.重ね型の語彙は,①では「後軽 a」 (後字45)に属し,②・④・⑤では「後軽 b」 (後字 22/‐?2)
に属し,③では「後軽 c」 (後字51)に属している。
??
字
調類 調値 後軽a 後軽b 後軽c
① 22 22+45
② 51 51+22
③ 45 45+51
④ ―?2 ‐?2+‐?2
⑤ ‐?53 ‐?2+‐?2
3.接尾辞 “共''(単字22)は,前字① o②では「後重/後軽 b」 (後字22)に属すが,前字③では「後
重/後軽 b」 (後字22)に属すもの3例
上共,下共,外共外面
と「後軽 c」 (後字51)に属すもの1例
后共
とに分かれる。(前字④・⑤の例は得られなかったD
前字
調類 調値 後重 後軽b 後軽 c
① 22 22+22
② 51 51+22
③ 45 45+22 45+51
④ ‐?2
⑤ ‐?53
4.接尾辞 “几"(単字22)は,前字①o②では「後重/後軽 b」 (後字22)に属している。(前字③・
④・⑤の例は得られなかった。)
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5.接尾辞 “子"(単字―?2)は,前字①・② O③・④では「後重/後軽 b」 (後字‐?2)に属すが,前字
⑤では「後重」 (‐?5+‐?2)に属すもの1例
任子
と「後軽 b」 (‐?2+?2)に属すもの4例
鼻子,騰子,笛子,席子
とに分かれる。
前字
調類 調値 後重 後軽b
① 22 22+‐?2
② 51 51+‐?2
③ 45 45+‐?2
④ ―?2 ‐?2+‐?2
⑤ ‐?53 ‐?5+‐?2 ・?2+‐?2
6.接頭辞 “忽[xuo?2]"・“日[z。?2]"・“不[po?2]"・“屹Ro?5■]"は、全て「後重」(乃至「後亘ヨ
後軽」)に属している。
3.各形式の例
音声分析画面に表示した各形式の例を,以下に掲げる。音声記述のうち,調値は筆者の聴覚的記述
調値,それ以外は温等 (1999)による。
単字① “三"[s″2] ①+①(後|コ後軽b)“成心故意"[ぶo1229i0122]
｀｀~・^ヽ
・ 一
「
'ヽ
-20-
太原方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
①+①(後軽a)“不不耳不''[xu轟22 xu£22‐45]
壼輩」
_宝:_|_上」_摯」
①+②(後重)“昇水拾水"[y22 suci51]
①+②(後軽a)“日女女几"[kuei22 ny51‐45]
二=」rilい‐'「
」  ……“,■_´控」_生」 I Fr,メ〕「
~~に~‐
①+③(後重/後軽a)“青菜渡菜"[●22 tshi45]
路 一 ―一―一
―
―一二 ■望 二 =―――― ― ―一 一 ―
型 彎 ‐
壼 」
_■
=」
b)“毛宅"[mau22 pi。?2]
|_主」 _主」
歴 憂
_驚墨
単字② “手''[SOu51]
■  る。 1  .,1 1
.,11-―~― 一 ―・
―■ |:=:貯
は_.1,,・…““
tⅢ"1「
~ |、
"=“
「
■■―
「
1:生― ‐
:正i罵∫ ?
=「
I
②+①(後重/後軽b)“祖宗''[tsu51 tsu。122]
ILl :冨
「
=`=|
螂計 ‐
壼
=」籍]|1国評
_ょ■」,。時…Ⅲ向「r―
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②+①(後軽a)“姥爺外祖父''[lau51 ic22‐45]
豊 」
」 _■壺 壼 轟
」
掟|…
②+②(後重a)“打因因屯"[ta51‐22壺51]
鎌 鋼 Fご
‐・、
「
=生
「
工
……"げ
協1_1-―トー |ー
??
?
②+②(後重b)“母狗"[mu51 kou51]
1控
=」
」
②+②(後軽b)“姉姉"[soD51 s。15r22]
建
=」_聖」 _」
匿 轟
a)“老渓丈夫" au51 ②+④(後重/後軽b)“口 51
単字③ ③+①(後重/後軽b)“踪,アK結水"
??
三=」E=は写
」  ,oL…同「
「
・  2.¨1  川 I
_||一 ― コ ーー “
11」1写憲:鮮
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③+0(後軽c)“大夫医生"[tai4うi22‐51]
三=」_■_」
耐
1-
「1轟」r】:…]軍
_堅
=」
嗚・",‐m肛~
③+②(後重/後軽c)“下雨''[xa45 y51]
?
匹」:ir…:鮮
_■ 」Ft餞…:に 奮―|  =.  ___1
③+③(後重)“上焼''[sう55k`ぅ55]
:…・::Jュ
|〔｀
'｀
:「 %.。
“
喝 ,~~~~1~~‐~ |
」
_■」 __■_」 __it:_1 ,,“′. .に,FI■‐
③+③(後軽c)“涼凍猪皮凍''[tcyoD4うt9yЭ045‐51]
||」聖」_生」
'｀'|| ル・ “,Ⅲ…― 」 | ″? シ.・
||「h.t.“・ .。は
"1…
r塁―
``…1`′
・‐ Ⅲ｀Ⅲ'●
「
~
_=_」,……・ i「F―
③+0(後重/後軽b)“禽|り脚|」りl活げ'[ts`au45 tOyЭ?2]
=
.¨1  ,, 1
]:議ど
_■」
③+⑤(後重/後軽c)``il‐"[or45 s。?■2]
|_主」 I]{凛:.
_軍_|“、,_。ぃ ●―
④単字 “八"[pa?2]
.r理―
1瑯絆―
:六¨ | `Ⅲ…
オ｀
'・・“
)・
~
_菫:=」 ,,“,…:・,r―
上|
r,■」_´■_」
④+①(後重/後軽b)“副ス"[ha?2もぉ022]
出
硼
憂コ
_上」 _■■1
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④+①(後軽a)“月明月亮"[yЭ?2 mi22●5]
を¨Ⅲ I  ス, |
」 :~藤
~
???
_望|」
_堕L」
④+②(後重)“口哄哄嶋"[zЭ?2‐45 xuЭ051]
「
藁
=■
・・…颯 ‐・.F~‐■_.懸
「
聖―,コエ_
_=_1…… (崚■F― ,。x,「―す 一_霊」
④+③(後重/後軽a)“忽米得意"[xuo?2 ci。っ45]
_" 」 ′ 」^ ‐ヵ  ‐'。“I"〕  `~~~~  |
_■,■」__■_」 _1■」
④+④(後重)“剥格''[pa?2うt9`ia?2]
麟 ■
_霊」_ュ_」
」
_Y_」FO●` ,¨`●,～
~
④+④(後軽a)“雪月"[9yo?2 yЭ?坐]
“｀″蒻・
~~~    ,■
==¬
お"喩〔崚.)「
~
減i c.ll」一上」 ==」。撼…“"・~
―‐・ 1各:“I』“    ‐   匈絲"｀餃l・
~
④+④(後軽b)“叔叔"[suo?2 suЭ?2]
_■」
④+⑤(後重)“悦合''[suЭ?2うxa?墨‐2]
響
｀
軍静静‐輩賀“
~'…・¨
嗜。1.^   「
~議
司 ・｀¨ ・｀''~
時| =itl」―]二」
~場
.| いは
…1),r
――・ ε:::しI・    ~~~」
n…匈:i~
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⑤単字 “抜''[pa?聾]
?
﹈ _鯉L」 _■」 」   ,両…Ⅲ卜,
|■一‐
⑤+①(後重/後軽b)“乾堆堆''[kЭ?±5 tuci22]
_理」_生」o・ 1
⑤+②(後重)“屹朽薦"[kЭ?墨‐4b9iou51]
_■=|_型」
壺 墨
⑤+③(後重/後軽a)“服架招架"[お?量2 tOia45]
」
_■」 _1■」_型_1
」
⑤十④(後重)“屹歌梢微歌 歌''[ko?■‐59i。?2]
`●",凛
o‐●
~
士
=」
凛・ 1 」
」
⑤+④(後軽b)“鼻子''[pio?5]2 ts。?2]
壼筆」嘉滋{~'写
⑤+⑤(後重b)“格格"[kЭ?墨‐2k。?B‐2]
_1=_1_」性_1
・ =」:‖|1臓l「
_」=」
,。、…"l肛
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4.分析結果
本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定した。
音響分析による調値は,石(1994:114)に従って,まず,各声調の始点。中点・終点の周波数 (FO)
各平均値を次の公式に代入して算出し,
x―b  _
IIb相
a=全声調平均の最高周波数。
b=全声調平均の最低周波数。
x=各声調平均の各点における周波数。
次に,得られた数値の0～1の間を1, 1～2の間を2, 2～3の間を3, 3～4の間を4, 4～5
の間を5, とそれぞれし, 3桁で表わした。
音節の絶対的な長さは捨象した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」により算出し,
前字の長さを1として後字の長さを図示した。但し,後字の方が長い場合は,後字の長さを1として,
前字の方を短く図示している。
「⑤十④後軽 b」 および「⑤十⑤後軽 b」 の前字⑤は,単字調として現われる調素が後字軽声の前
で変調しているので, これらについては,前字+後字の調形についてのみ,その他の場合に当てはめ
て述べる (4)。
以下では,後重のものも含めて全形式の分析結果を掲げ, 0で見た後字軽声の各タイプ, “Right
旦preading"タイプ,“高降(High Ealliny'タイプ,“低昇/高昇(Rising)''タイプ,“中平(Mid Level)''
タイプおよび “既定値(DeLult Value)''保存タイプ,をそれぞれ “S", “F", “R", “L"および “D"
とする。
形式
タイフ・
/語
例数
調値・調形 上ヒ
ci記述調値
上:『音梢』/下:筆者
単字 前字 後字 後/前 単 前 1後
①+①
後重/
後軽b
47
111  低平 332  低平 1 222  低平 0.45 11 11 1 11
―
―
22 22 22
①+①
後軽a
R
21
111  低平 232  低平 i 334   昇 0.46 11 11 1 45
―
―
?????
22 22 45
-26-
太原方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
①+②
後重 7
111  低平 333  中平 1 443  高降 0.32 11 11 1 51
―
→
質
22 22 51
①+②
後軽a
R
1
111  低平 中平 1 344   昇333 0.54 11 11   1   45
―
△
△⌒
´
ノ
22 22 45
①+③
後重/
後軽a
19
111  低平 233  低平 1 344   昇 0.42 11 11 1 45
―
ゃ 」 昼 峯
o0
r―
22 22   1   45
①+④
後重/
後軽b
16
111  低平 232  低平 222  低平 0.26 11 11  1 ?´2
―
― ‐_●
?
?
?
?
?
22 22  1 ‐?2
②+①
後重/
後軽b
10
531  高降 552  高降 1 111  低平 0.36 53 53 1 22
ヽ
＼
ミ
＼
0
ヽ
◆
?????
51 51 22
②+①
後軽a
R
1
531  高降 451  高降 1 122   昇 0.38 53 53   1   45
ヽ
＼
0
＼
●
ン ペ
ヽ
■
51 51 45
②+②
後重a 10
531  高降 222  低平 1 442  高降 0.32 53 11 1 53
ヽ
＼
ミ
＼
, ―
?????
51 22 51
②+②
後重b 1
531  高降 443  高降 1 442  高降 0.48 53 11 1 53
‐
＼
＼
ゝ
＼
●
~ヽ
F~ヽ
51 51 51
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②+②
後軽b
S/D
10
531  高降 452 111  低平 0.57 53 53 1 11
ヽ
＼
0
＼
●
」
`ヽ
ヽ
じ
51 51 22
②+③
後重/
後軽a
12
531  高降 552  高降 1 223   昇 0.57 53 53 1 45
ヽ
＼
ミ
＼
●
▲´ ″0
?
?
ゝ "″′▼
51 51 45
②+④
後重/
後軽b
11
531  高降 452  高降 1 111  低平 0.35 53 53  1 ‐?2
ヽ
＼
ミ
＼
,
`/＼
ヽ
◆
?????
51 51 ‐?2
③+①
後重/
後軽b
17
245  ‐昇 245   昇 1 211  低降 0.44 45 45 1 11
ノ″
ハ/
/
ノ
ヽ 1
ン0
〆
/
0
■■■■■
45 45 22
③+①
後軽c
F
4
245   昇 245   昇 1 541  高降 0.36 45 45 1 53
シ″
^/
/
/
分
`〆/
σ
‐
45 45 51
③+②
後重/
後軽c
11
245   昇 245   昇 553 0.31 45 45 1 53
シ″
a/
/‐
ノ
メ >
ご′
/
σ
qヽ
45 45 51
③+③
後重 11
245   昇 344   昇 i 444  高平 0.46 45 45 1 45
ノ″
ム/
/
/
●……0
/
″◆く
45 55 55
③+③
後軽c
F
8
245   昇 245   昇 1 553 0.32 45 45 1 53
′″
/
/‐
ノ
■´〉
ダ
″
/
D0
■
45 45 51
-28-
太原方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形
③+④
後重/
後軽b
7
245   昇 255   昇 1 211  低降 0.16 45 45   1  ‐?2
′
`/
/
ノ
^′
/
/
?
?
?
?
?
45 45 ‐?2
③+⑤
後重/
後軽c
1
245   昇 155   昇 1 111  低平 0.15 45 45   1  ‐?2
ノ″
ハ/
/
/
/ヤ
′
/
?
?
?
?
「?
45 45 ‐?2
④+①
後重/
後軽b
13
111  低平 555  高平 1 211  低降 1.53 ‐?2 ‐?54 1 11
―
‐?2 ‐?5 22
④+①
後軽a
R
1
111  低平 222  低平 1 234   昇 1,14 ―?2 ‐?54  1   45
―
-
」ら
ノ
「了
‐?2 ‐?2  1   45
④+②
後重 8
111  低平 344  昇 1 553高降 1.46・?2 ‐?45 1 53
―
▲
ヽ
｀ヽ
メ 巨
‐?2 ―?45 51
④+③
後重/
後軽a
12
111  低平 222  低平 1 334   昇 2.33 ‐?2 ‐?2  1   45
―
ン0
▲´
‐?2 ‐?2 45
④+④
後重 14
111  低平 554  高平 1 211  低降 0.46 ―?2 ‐?54  :  ‐?2
ヤ
＼
?
??????
‐?2 ‐?5   1  ‐?2
④+④
後軽a
R
1
111  低平 222  低平 1 233   昇 1.43 ―?2 ‐地生 |‐?2
―
◆―●―●
´
◆
′
‐?2 ‐?2  1 ‐?45
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④+④
後軽b
S/D
5
111  低平 222  低平 1 221  低降 0.8 ‐?2 ‐?2   1  ‐?2
―
― ―
‐?2 ‐?2 ‐?2
④+⑤
後重 2
111  低平 554  高平 1 111  低平 0.88 ‐?2 ‐?45  1 ‐?54
―
▼~~｀く
ヽ
▼
ヽ
‐?2 ‐?5 ―?2
⑤+①
後重/
後軽b
6
532  高降 555  高平 1 211  低降 2.16‐?54 ‐?54  1   11
｀ヽ
ヽ 、
ヽ
墜Q¬
0、
ヽ ^
‐?53 ‐?5 22
⑤+②
後重 6
532  高降 344   昇 1 542  高降 1.39‐?54 ‐?2 1  53
｀ヽ
▼ヽ
｀ゝ
●ヒ
ヽ
＼
●
ゥ`Ё
‐?53 ‐?45 51
⑤+③
後重/
後軽a
8
532  高降 222  低平 1 233   昇 2.15‐?54 ‐?2 1 45
｀ヽ
▼ヽ
ヽ
/▼
?
??????
‐?53 ‐?2 :  45
⑤+④
後重 6
532  高降 554  高平 1 211  低降 0.74‐?54 ‐?5生 | ‐?2
｀ヽ
｀ヽ、
｀ゝ
⌒
0 0ゝ、F
‐?53 ‐?5 ‐?2
⑤+④
後軽b
S/D
4
532  高降 221  低平 1 111  低平 0.75‐?54 ‐?54 1 0
｀ヽ
ヽ、
日ヽ、
―
●― ▲
■■■■
―?53 ‐?2   1  ‐?2
⑤+⑤
後軽b
S/D
4
532  高降 332  低平 1 222  低平 1.08‐?54 ‐?54  1  ‐?2
＼
｀ヽ 、
ヽ
■■■■■ ― ■■■‐
‐?53 ‐?2 ‐?2
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「⑤+④後軽b」および「⑤+⑤後軽b」の前字⑤は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で
変調している。
後字調形が “昇"である「①+①後軽 a」,「①+く②後軽 a」,「②+①後軽 a」,「④+①後軽 a」,「④+
④後軽 a」 5形式は,Rタイプである。
後字調形が“低平～低降"である「②+②後軽b」,「④+④後軽b」,「⑤+④後軽b」,「⑤+⑤後軽b」
4形式は,Sタイプ或いはDタイプである。
後字調形が “高降"である「③+①後軽 c」,「③+③後軽 c」 2形式は,Fタイプである。
後字の前字に対する長さは,前字舒声 (①～③)の場合は,「後重」/「後軽」に関わらず後字の
方が短い。前字入声 (④・⑤)の場合は,後字が舒声の時は,「後重」/「後軽」に関わらず後字の
方が長く,後字も入声の時は,「④+④後軽 a」 と「⑤+⑤後軽b」 の後字が前字よりやや長いのを除
き,後字の方がやや短い。
注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京。吟爾浜・合肥・済南・蘭州。南京。青島・天津・烏魯木斉・武漢・西安・
銀川・鄭州。
(2)温等1999では,“―子[ts′]"・“―里[1′]"・“―的[to?]"・“―個[mo?]"4形態素を除き, “軽声"として記述していな
いが,二音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わらず中和されて同一の調値を取るものを,本稿では
軽声として扱う。尚, これら4形態素は,本稿では陰入調として処理した。
(3)音声データとしては「現代渓悟方言音席」(侯精一主編,上海教育出版社)『音梢』付属カセットテープの音声を,ま
た,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 br Windows」(東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会ネリを,
それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和経声悟音洞不直接友生美系的,如北京上声和 “老虎"[5+2]癸経声活音洞、
安床入声和経声悟音洞,ス」只考慮其交凋凋値服経声后字在音高上的美系,不追究其本凋和交凋之同的演交通程,所以,
北京 “老虎"送祥的軽声悟音洞就可以月入田平升共的軽声悟音飼来遊行寸透。」
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